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 ニュース項目                                               

■ 中国のウェブ会議 V2 Technology 社、日本に 

日本法人設立 日本での拡販を目指す  

 

 V2 Conference 

中国のウェブ会議市場でリーディング企業である V2 

Technology 社が東京都内に日本法人を設立。社名は、株

式会社ブイツーテクノロジー・ジャパン（東京都千代田区）。

代表取締役には、ブイテック株式会社（東京都三鷹市）に

勤務していた車暁軒（しゃぎょうけん）氏が就任した。   

 V2 Technology 社は、ウェブ会議システム V2 Conference

を 開 発 し て お り 、 同 シ ス テ ム は 、 中 国 の

COMPUTERWORLD 誌でテレビ会議ソリューショントップ

10 に入る高い評価を得ている。V2 Conference は、ウェブ

会議に H.323 や電話での参加が可能なウェブ会議システ

ム。 

 車氏は、中国人でブイテックに２年間勤務したが、その間

中国の会議システム関係のメーカーなどを日本に紹介する

ために日本と中国の間を何回も行き来した。そこで、中国

の V2 Technology 社などがブイテックと日本国内販売の提

携を行ったが、V2 Technology 社からヘッドハントされた形

だ。車氏は、ブイテックの社長の谷氏にも相談したが、快く

見送ってくれたという。 

 V2 Technology 社は、現在 180 名の社員を擁し、その内の

100 名が開発に従事しているという。もともと清華大学からベ

ンチャーとして設立された会社だが、技術開発力に注力し、

純利益の成長率は 75%で順調に事業を拡大している。また海

外展開を加速するなどため最近増資を行った。中国国内で

は、全省に自社の拠点あるいは販売パートナーが約５０拠点

ある。アジア太平洋に強く、日本以外には、マレーシア、シン

ガポール、台湾、韓国などに拠点がある。韓国では、この V2 

Conference を使ったウェブ会議 ASP サービスを韓国の財閥

系が展開を開始した。中国でも V2 Conference を使ったウェ

ブ会議 ASP サービスは提供中だと車氏は言う。 

 車氏が率いる日本法人は同氏を含め４名。半分が中国人

でもう半分は日本人。しかし、車氏に実際にお会いし取材さ

せていただいたが、日本滞在 10 年もあって日本語は完璧。

車氏は、日本の大学院を卒業し、その後日本企業何社かで

勤務したという。ブイテックに入る前は外国企業の日本法人

立ち上げを行った経験を持つ。 

 今後はまずは、同社のウェブ会議システム V2 Conference

の販売チャネルパートナーの開拓を関東から始めていき、そ

の後関西方面へも展開を広げていくという。V2 Conferenceの

販売パートナーは現在日本国内に３社あるが、大手販社など

へもパートナー関係を拡大したい考えだ。 

 V2 Conference は、最近バージョン 5.1 を発表し、H.323

や電話でのウェブ会議ミーティングに参加でき、高品質な映

像と音声に自信がある。音声コーデックについては、現在

Skype で使われている GIPS を採用している。ちなみに、

Skype 社は GIPS のライセンスを Global IP Sound 社から受け

ているが、最近そのライセンスを４年契約延長している。 

V2 Conference は最近中国で 5.5 が発表され映像や音声

がより向上したという。日本で提供されているのはバージョン

5.1 だが、バージョン 5.1 での映像と音声はよいが、映像や音
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声の品質向上は同社のポリシーでもある。今後中国での実

績を積んだ上で日本でも早急に発表したいと考えている。

「日本は非常に競争が厳しく、高品質をお客様は求める。

我々は中国で実績を積み完成度を上げた上で日本市場

に提供したい。また我々は、製品としての完成度だけでなく、

導入後のメンテナンスやサポート、バージョンアップにおい

てもしっかりと対応したいと考えている。中国で我々の製品

が強いのは製品の良さだけでなく、メンテナンスやサポート

でも十分市場に信頼評価された結果だ。」（同 車氏） 

中国では数年前ウェブ会議業者が 100 社以上出てきた

そうだが、１年で 9 割が撤退した。V2 Conference は、その

厳しい市場競争の中で高い評価を得て、政府機関、企業、

大学などで利用されているという。「中国のユーザーは要

望が激しく、これはないのか、これをつけてくれなど頻繁で

それに対応しきれないと競争には勝てない。」（同 車氏） 

V2 Conference の強みについては、「データ、音声、画像、

管理とそれぞれモジュール化しており、データ、音声、画像

をひとつのサーバーに、管理機能を別のサーバーへと分

散させることにより、特にバージョン 5 からはシステムの安定

性がより強固になった。また、ユーザーインターフェイスは、

メニューをボタン化しており、素人でも４－５分はあれば簡

単に使えるようになる。音声や画質についてはクレームを

いただいたことはない。」（同 車氏） 

中国の政府の事例を車氏はいくつか披露していただい

た。たとえば、中国各省に税務署と地域に出張所がある。

内陸部では交通網が不便なところがあるため会議のため

に出張をするのも大変な現状があるため、そういったところ

で多数利用されている。税務署だけでなく郵便局やその他

の政府機関もよく使っているという。また、日本と同じような

電子政府化のプランがあり、政府部署間をネットワーク化し、

出張の費用や会議のコストを下げるためウェブ会議などを

入れているという。 

大学では、清華大学、北京大学、地方大学などで論文

会（セミナー）や学術討論会が行われ、同じ分野の学者な

どが意見の交流や学会が行われている。そういったところ

でも都市部の大学と地方の大学などをウェブ会議システムで

接続して行われることがよくある。「たとえば、仮に黒龍江省の

省都であるハルビンから北京まで飛行機で行ったとしても１

日で行って帰ってくるのは無理。また、発表する人もいるが、

聴講するだけの人もいる。聴講するだけのために飛行機で何

日かかけるのは大変だ。また、学術討論会以外でも、遠隔教

育の一環で学生が遠隔で授業を受けて卒業証書を出すとこ

ろもある。」（同 車氏） 

中国では専用端末のテレビ会議システムは非常に売れて

いるが、より低コストのウェブ会議システム市場の成長は専用

端末よりも大きい。ちなみに、日本の専用端末市場は、３－４

年前は日本が大きかったが、すでに現在中国は日本を追い

越し数倍の市場規模がある。 

ウェブ会議システムというと、机の PC からウェブ会議を行う

というイメージがあるが、中国では、ウェブ会議システムを搭

載した PC に、ディスプレーやマイク、スピーカー、エコーキャ

ンセラーなどを組み合わせて、会議室向けソリューションとし

ても結構政府や企業などから要望が強い。それでも専用端

末よりは低コストだからだ。  

 ディスプレーやマイク、スピーカー、エコーキャンセラーなど

を組み合わせたソリューションは、V2 Technology 社の販売パ

ートナーが行う。また、中国で定評のある VOD ソフトも V2 

Conference と組み合わせてお客様に提供している。 

「中国の中小企業では専用端末の導入はコストが高いと見

られているが、ウェブ会議は導入が進むと見ている。」（同 車

氏） 

V2 Technology 社では、エコーキャンセラーも販売する。製

品名は「AEC103」。中国名は、「維邦通（ウェイ・パン・トン）」。

深センにある、V2 Technology 社のパートナー企業が中国市

場向けに提供している。V2 Conference と一緒に販売し、現

在別のウェブ会議製品や ASP を利用している企業へも販売

している。 

筐体は小さく、マイクインを３チャンネル持っており、エコー

キャンセラー処理を３チャンネル別々に処理している。 
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維邦通（ウェイ・パン・トン）AEC103 

AEC103 は、同製品は現在アバイアやシスコの IP 電話と

バンドルして北米では導入されているそうだ。 

やはり、ウェブ会議企業では意識されているが、同社の

開発陣もマイクロソフトのウェブ会議参入には注視している。

今後のロードマップ的な話では、同社では、ウェブ会議シ

ステムとインスタントメッセージングの中間的なソフトウエア

「V2 Tone」を開発している。V2 Tone は、昨年 10 月にベー

タ版が出た。2006 年中にはリリースしたいと考えている。 

その他には、V2 Conference へは、携帯電話のショートメ

ールでの参加機能追加、ウェブ会議での電子投票の結果

をどう携帯のショートメールに送るか、H.323 の専用端末へ

どのように多画面画像を送るかなどの検討を行っているそ

うだ。ウェブ会議では複数人を PC 画面上に表示している

が、現在は、発言している人の映像のみが H.323の端末へ

配信されているからだという。 

 

■DST Media 社、H.264 や Polycom Siren 14

に対応した IP テレビ会議システムを発表、日本

も今年２月から販売パートナー開拓に乗り出す 

中国の MCU メーカーDST Media Technology 社は、

PTZ カメラと USB カメラ両方対応した IP テレビ会議システ

ム端末「Broad 5（ブロードファイブ）」を発表した。DST 

Media 社は、昨年米ポリコム社に買収され傘下に入ってい

る。 

 

現在最終的なテスト段階で近いうちに日本でもリリースされ

るという。日本での製品の輸入元は、株式会社ブイツーテクノ

ロジー・ジャパン（東京都千代田区）。 

 Broad 5 の主な特徴は、まず、H.323 に対応しているため他

のテレビ会議メーカーの端末とも通信ができること。 

Broad 5 

Broad 5 背面 

また、64kbps から 768kbps の通信帯域で通信が行える。映像

コーデックは H.261、H.263、H.263+に加え、そして最新の方

式の H.264 にも対応。解像度は、QCIF(176x144)、

FCIF(352x288)、2CIF(704x288)。音声符号化方式は、

G.711A、G.711u、G.722、G.728、G.722.1Annex。 

 ディユアルモニター対応、PIP（ピクチャーインピクチャー）表

示。アスペクト比 4:3 とともに 16:9 もサポート。一般電話の入

力や出力にも対応している。Gatekeeper の自動検索/登録機

能にも対応。 

 2006 年 2 月からこの製品の日本代理店パートナーを開拓

するという。（ブイツーテクノロジー・ジャパン） 

 （買収関係記事＆インタビュー CNA レポート・ジャパン 

Vol.7 No.16 2005 年 9 月 15 日号） 

 

 ショートニュース項目                   

◆NEC エンジニアリング株式会社（東京都港区）は、「VoIP

多地点対応アップグレードキット（AEC-60-UG2）」を発売。
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SIP対応の同社音声会議端末「VoicePoint IP」と接続するこ

とにより、最大 4 地点をつなぐ VoIP 多地点音声会議を行う

ことができる。標準価格は、60,000 円（税抜き）。 

◆ノルウェーのタンバーグ社は、英のテレビ会議専門誌

（Videoconferencing Insight）で、2005 年テレビ会議メーカ

ーとしての最優秀賞（Videoconferencing Company of the 

year）を受賞したと発表。 

◆ラドビジョン社は、同社の「Click To Meet for Microsoft」

が、INTERNET TELEPHONY 誌によって最優秀プロダクト

賞を受賞した。 

◆ソニーマーケティング株式会社（東京都品川区）は、

PCS-TL50 向けのソフトウエアバージョン 2.21 を発表した。

追加機能等については、（１） 標準暗号化サポート(ITU-T 

H.233、H.234、H.235 ) 、（２）UPnPをサポート、（３）回線接

続時のカメラコントロール機能対象変更の簡略化 、（４）

NAT On の設定が機能しない問題の改善、（５）SIP 機能拡

張(オプションの SIP ソフトインストール時) 、（６）ISDN 接続

においてサブアドレス機能が正しく動作しない問題の改善、 

（７）ISDN 接続による多地点接続での音声モード切換時の

問題改善（オプションの多地点接続ソフトインストール時）と

なっている。 

 

 インタビュー特集                     

トーメンサイバービジネスインタビュー 

 

話し手： 

トーメンサイバービジネス株式会社  

インターネットプロダクツ事業本部  

取締役 事業本部長 鈴木敦久氏 

Visual Nexus Limited. CTO Steve Davies 氏 

（スティーブ デービス） 

聞き手：CNAレポート・ジャパン編集長 橋本啓介 

 

今回のインタビューは、トーメンサイバービジネス本社

会議室に鈴木氏と編集長橋本が、そしてデービス氏は、

Visual Nexus ビデオ会議でイギリスから遠隔でインタビュ

ーに応じていただいた。 

―――――――――――――――――――――――― 

橋本：御社では、2003 年 3月にマザーズに上場されまし

たが最近の御社としての動きについて教えてください。 

鈴木氏(左写真)：当社

は、2003 年 3 月にマザ

ーズに上場し、それ以

来、ビジュアルネクサス

を会社の中核事業とし

て展開してきました。最

近のトピックスとして、ビ

ジュアルネクサス製品の

発表以来２年半が経ちましたが、製品強化と海外への展開を

強化したいということで昨年 10 月に 5 億円の第三者割り当て

による増資を行いました。 

 

橋本：イギリスには、Visual Nexus Limited があります

が、そちらも増資する話のようですが。 

鈴木氏：トーメンサイバービジネスとして５億円の増資をしまし

たが、この内の半分つまり２億５０００万円はビジュアルネクサ

ス関連に投下していきます。またその２億５０００万円のうちの

１億３０００万円（６５万ポンド）は Visual Nexus Limited の増資

に当てます。ビジュアルネクサスは、海外での成功がなくして、

ビジュアルネクサス自体の成功はないと思っています。従い

まして、海外での事業拡大を2006 年の最重点課題として取り

組んでいます。 

 

橋本：Visual Nexus Limited の CTOスティーブデービ

スさん、自己紹介お願い致します。また、ビジュアルネ

クサスに出会った当たりのお話をお聞かせいただければ

と思います。 

デービス氏：私自身はデータコミュニケーションの関係に２０

年以上関わっていました。その後ビデオ会議に現在までで１

３年くらい関わっています。 

当初はブリテッシュテレコム（BT）のリサーチラボラトリーに

勤務し、そこでビデオ会議関連の研究をしていました。その

頃、BT はビデオ会議については世界のリーダーでした。そこ
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では私の専門はシステム技術やコミュニケーション技術で

した。ビデオ会議技術の専門家ではなかったですが、プロ

トコールやシステムの仕組みについては理解をしています。  

 BTはそのころISDN PC用のビデオ会議システムを開発し

ましたが、ISDN はそんなに普及はしていませんでしたので、

実はマーケティング的には失敗しました。その間、私として

は、ISDN コミュニケーション関係専門家としてシステムやソ

フトウエアの開発を担当していました。 

その後１９９７年にリッジウェー社を設立し、IP 対応のビデ

オ会議が開発されつつある時期に、リッジウェー社では、

ISDN と IP のゲートウェー装置やファイヤ・ウォール／NAT

越えの製品を開発しました。リッジウェー社の事業はこれら

の IP 対応ビデオ会議関連の技術に特化していました。ファ

イヤ・ウォール／NAT 越えの製品では、セッションボーダコ

ントロールの技術が重要な要になりますが、その技術ベー

スとした製品を市場で初めて開発したのは手前味噌です

が私です。この技術はその後 ITU-T の標準にもなりまし

た。 

リッジウェー社に在籍している時に、トーメンサイバービ

ジネスが、リッジウェー社のファイヤ・ウォール／NAT 越え

製品の OEM パートナーとして提携しました。その提携によ

り、トーメンサイバービジネスは我々の技術をビジュアルネ

クサスの一コンポーネントとして採用することになりました。

ビジュアルネクサスにリッジウェー社の技術を使ったのは、

ソフトウエアベースによる、完全なるエンドツーエンドのビデ

オ会議ソリューションを開発する目的があったためです。実

は、私としてはそれが初めてビジュアルネクサスを知った機

会でした。 

その後リッジウェー社は、タンバーグ社に売却されました。

売却前にリッジウェー社から私は去り、その後の仕事、ある

いは何かの事業プロジェクトなどを探していたわけですが、

偶然なことに、私がリッジウェー社を去った次の日に、トーメ

ンサイバービジネスの鈴木氏に会い、ビジュアルネクサス

について話をしました。 

そして私の PC にビジュアルネクサスをインストールしまし

て、私としてはそのデスクトップ（PC）ソフトウエア会議システム

に非常に感激した次第でした。その頃までは、デスクトップ会

議システムについて人々は可能性について話はしていました

が、実際に使ったりはしていませんでした。 

そこでビジュアルネクサスの可能性を考えた時に思ったの

は、これこそが日々のビジネスなどの活動において必須のツ

ールとして使われるだろうということです。これでビデオ会議

は、ニッチな製品からメインストリームの製品になると確信しま

した。その考えは初めてビジュアルネクサスを見た時に思っ

たことでありますが、こうして Visual Nexus Limited で働いてい

る今もその考えは同じです。 

当初、鈴木さんと私が話しをした際には、私自身がイギリス

のビジュアルネクサスのリセラーになるということでした。しか

し、結果的には、イギリス法人を設立することになり、このイギ

リスの拠点が国際的な事業展開の拠点になるということになり

ます。 

 

橋本：Visual Nexus Limited の設立はいつですか。デー

ビスさんの役割なども教えてください。 

デービス氏(写真上)：２００４年４月にイギリス法人 Visual 

Nexus Limited が設立されました。現在フルタイムの社員が６

名います。そのほか数名が契約社員、コミッションベースで仕

事をしてもらっていますが、７番目のフルタイム社員を捜して

います。今Visual Nexus Limited で重要事項として行っている

ことは、社員の雇用と、我々のパートナー開拓、そしてそのパ

ートナーへビジュアルネクサスに関するトレーニングです。 
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私は、CTO ではありますが、ビジュアルネクサスのセー

ルスから、パートナーとの提携、それらパートナー企業との

ビジネス展開などを担当しています。パートナー企業では、

ビジュアルネクサスの販売、ホスティング、マネージドサー

ビスなど展開しています。さらに、ビジュアルネクサスの

OEM 供給も考えています。そうすることで、パートナーと

我々の間でシナジー効果が期待できます。 

また、その間ではありますが、CTO の仕事といますか、ビ

ジュアルネクサスのロードマップ、プロダクト開発について、

たとえばバージョン 3.0 の仕様書などについて日本側と調

整を行ったりしています。 

ですから、今は小規模な企業のためいろいろな仕事を

兼任している状況ですが、エンジョイしています。以前のリ

ッジウェー社で CTO をしていたときも同じような感じでした

ので。 

 

橋本：製品のプロモーションについてはどのようにさ

れていますでしょうか。 

デービス氏：ビジュアルネクサスのプロモーションは重要で

す。ビジュアルネクサスを市場でより認知してもらうための

活動を、これから力をいれて行っていきます。たとえば、パ

ートナー企業とのイベントの実施、展示会などの出展、ダイ

レクトメールの発送、定期的にプレス発表を出すなどです。

認知していただければ、よい製品は黙っていても売れると

思っています。日本だけでなくこの欧州でもビジュアルネク

サスは市場でのシェアを上げることができると見ています。 

 

橋本：ビジュアルネクサスの強みについて教えてくだ

さい。 

デービス氏：今までの従来のビデオ会議システム専用端

末からデスクトップへのミーティングの能力を広げるビジュ

アルネクサスですが、コミュニケーションの効率をあげ、今

まででは不可能だったコストパフォーマンスでそれが提供

できるわけです。 

我々のビジュアルネクサスのシステムは、スタンダード

（標準：H.323 など）ベースのシステムで既存のビデオ会議シ

ステムとも通信が行えます。このようなシステムを提供している

企業はビジュアルネクサス以外あまりありません。また、企業

で必要とされるファイヤ・ウォール／NAT 超えの機能を持って

いること。さらに、この業界では初のプレゼンス機能も搭載し、

非常に簡単にビジュアルコミュニケーションを行えるシステム

です。 

ビジュアルネクサスは人々が期待するビジネスクオリティの

品質を持ったシステムであるということです。そういったところ

がビジュアルネクサスの強みと考えています。 

 

Visual Nexus（ビジュアルネクサス） 

 

橋本：鈴木さんへの質問です。ビジュアルネクサスは、

最近バージョン 3.0 をリリースされましたが、その特長

についてご説明ください。 

鈴木氏：ひとつは、プレゼンスの機能の追加です。H.323 の

端末であれば、ビジュアルネクサスでも専用端末でもプレゼ

ンスがわかります。そこからミーティングへアクセスできます。

次に、インターフェイスを全面的に国際市場で使えるように改

造しました。具体的には、今回イギリスのデザイナーを使って、

欧米でも受け入れられる GUI（グラフィックユーザーインター

フェイス）を開発しています。ビジュアルネクサスの骨組みのと

ころは当社で開発しましたが、ルック＆フィールの部分につ

いては、海外で行ったということです。３番目としては、高画質
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の映像コーデックである H.264 に対応したことです。４番目

は、NTT 東日本・西日本が製造・販売を行っているフレッツ

フォンとの相互接続に正式に対応しました。５番目は、イン

ストールについてですが、Skype と同じくらいに簡単にイン

ストールができるようにしました。６番目は、データコラボレ

ーションの機能を強化した点です。以前から要望があった

ことですが、単にデータを画面に表示させるだけでなく、双

方向で画面の上に書き込みをしたい、それをリアルタイム

に行いたいという要望に応える機能を追加しました。また、

録画機能も追加しました。今回は、デスクトップのインター

フェイスや映像音声のデータを強化することが大きなポイン

トです。 

 

橋本：関連で、デービスさんからなにかコメントがあ

りますか。 

デービス氏：特にバージョン 3.0 からユーザーインターフ

ェイスのルック＆フィールがヨーロッパ的なニーズに合う感

じがあり、関心が高いです。我々のチャネルパートナーは、

ビジュアルネクサスをホストサービスやマネージドサービス

で提供することを検討しているからです。従って、タイミング

的には非常によいと見ています。市場を見渡しても同様な

製品はあまり見られないからです。 

 

橋本：鈴木さん、ビジュアルネクサスの次の方向性に

ついて教えてください。 

鈴木氏：基本的な考え方としては、利便性を上げるような機

能面と大規模運用に耐えられる基礎体力の強化を図って

いくということです。具体的には、まずは、SIP のサポートや、

狭帯域でもビジュアルネクサスが使えることです。日本以外

では日本のようなブロードバンド環境ではないところが多い

です。海外の一例では、128kbps ぐらいのものであってもブ

ロードバンドと呼ばれているところもあります。ですから、ブ

ロードバンドとそういった狭帯域の環境を組み合わせてもコ

ミュニケーションができることを実現するのがこれからの課

題です。加えて、IP PBX のサポートも行います。 

また、最近専用端末で話題になっていますが、映像のハイ

デフィニション化（HD 化）についても、ビジュアルネクサスで

の対応を検討しています。これらの点については、今年の夏

までには何とかしたいと考えております。 

 

橋本：基礎体力の強化の部分については。 

鈴木氏：ビジュアルネクサスの大規模運用、たとえば１０００の

オーダーでも対応できるようなシステムとともに、そしてその大

規模運用を支えるディストリビューティドコンピューティング

（分散処理）の発想をビジュアルネクサスの設計コンセプトに

入れていく方向で検討しています。ビジュアルネクサスは、会

議室に設置するような専用のビデオ会議端末とは違い、デス

クトップですので、各社員のパソコンにインストールされる形

ですから、そういった用途を想定した場合、システムとしての

キャパシティは相当なものでないといけないわけです。ここに

ついては製品の基礎となる部分です。 

 

橋本：ディストリビューティドコンピューティングにつ

いてご説明していただけますか。 

鈴木氏：我々ビジュアルネクサスの将来ビジョンとして信じる

点は、ディストリビューティドコンピューティングというパラダイ

ムです。MCU やゲートキーパー、ゲートウェーなどをよりイン

テリジェントに分散処理していく。いろいろなところに、ビジュ

アルネクサスが置かれて、ミーティングサーバー同士がインテ

リジェントにコミュニケーションを行い、世界中どこにいても、も

っとも最適な環境、最適な通信ルートを自動で見つけて通信

を確立する。たとえば、Skype にビデオが付いていますが、今

の仕組みの上に単に載せてビデオを行うと混み合ってしまい

ます。通信が混み合わないようにするいろいろな技術、たとえ

ばマルチキャストの技術、交換機的な技術、ゲートキーパー、

ゲートウェー、さらにネットワークの診断もする、すべてを包含

したような、そういった仕組みを提供するシステム。これは、ビ

ジュアルネクサスを初めて開発した当初から見据えている方

向性ですが、それを実現するためにソフトウエアを使う、そし

てサーバーの OS はリナックスを採用しています。つまり、ビジ
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ュアルネクサスはツールというよりは、企業のコミュニケーシ

ョンインフラを目指すということです。 

現バージョンでも分散処理できるようには設計されては

います。そのように利用されているお客様もいらっしゃいま

す。ただ、それは、究極に目指すインテリジェンスを備えた

ものではありません。現在そのようなものをもっているベン

ダーはいませんが、当社としては、どこにいても最適な環境

で、最適なルートでつながるというようなものを開発していき

たい。また、ファイヤ・ウォール／NAT 越え製品は、競合他

社でもでていますが、IP Freedom（リッジウェー社が提供し

ていた製品）と同等以上のものをソフトウエアで且つ安価に

提供おります。 

さらに、ビジュアルネクサスは、トリプルプレーを包含する

コンバージドコミュニケーション、そこに位置づけられる中

核のサーバーという形を目指しています。当社だけでなく

競合他社でも見据えているポイントだと思いますが、ただそ

こができる会社はそう多くはないと思います。これを２年くら

いで目指したいと考えています。 

 

橋本：Skype などのフリーのクライアントソフトがあ

りますが、ビジュアルネクサスのクライアントソフト

とはどう差別化していかれるのでしょうか。 

鈴木氏：Skype やマイクロソフトのように、クライアントソフト

はコモディティ化していきます。フリーのクライアントのことで

す。我々のビジュアルネクサスのクライアントは、それらに

対して企業の方々が満足して使っていただけるリッチな高

機能クライアントを提供していきます。 

 

橋本：ビジュアルネクサスは国際標準 H.323 などに準

拠したスタンダード（標準）をサポートしています。 

鈴木氏：ビジュアルネクサスは通信システムの一部なので、

電話、その他のコミュニケーションシステムとつながってい

かないと、このビジュアルネクサスの将来はないと思ってい

ます。技術的には、全てスタンダードでいくのは多々困難

を伴いますが、そこは技術としてテクノロジーカンパニーと

して乗り切っていかないといけない。当初からのポリシーでは

ありますが、ずっとスタンダードにこだわっていきたいと考えて

います。スタンダード、ソフトウエア、これらは我々のコンセプ

トにおいて一番芯になる部分です。 

 

橋本：あくまでソフトウエアにフォーカスした事業展開

ですね。 

鈴木氏：その通りです。当社では、ハードウエアは行う考えは

ありません。行うとすれば当社のパートナー企業になります。

技術としてはコンベンショナルなプラットフォームで行うという

のが当社のビジネススタイル。これは、大きな意味で差別化

のポイントと見ています。それによって大規模展開、分散処

理を低コストで進めることが可能になると思っています。 

 

橋本：話は変わりますが、販売代理店について現状はど

のようになっていますでしょうか。 

鈴木氏：販売代理店は、３層構造で１次店、２次店、３次店で、

約５０社程度。あまり増えると販売会社同士でコンフリクトが起

こりますので、有る程度セレクティブな方針で行っております

が、SI としてしっかり構築提案ができるところでないと、従来箱

売りしていたところと差別化できないと思っています。多けれ

ば心強い面もありますが、決してむやみに増やすことはない

と考えます。 

海外では、現在１５社程度です。イギリス以外では、１国に

１社程度のパートナーです。ビジネスが拡大していけば、イギ

リス以外にも事務所や営業所が出来る可能性はあります。イ

ギリスは海外戦略の拠点になります。 

 

橋本：デービスさん、海外での販売パートナーの状況に

ついて教えてください。 

デービス氏：先ほど鈴木さんから若干お話がありましたが、

具体的な国名で言いますと、北南米ではベネズエラ、ブラジ

ル、欧州ではフランス、ベルギー、オランダ、ドイツ、フィンラ

ンド、UK、ロシアなどです。 

また、現在さらに 10－12 社にアプローチをかけ、何社かに
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コンタクトが取れたので、今年これらの会社が我々とパート

ナー契約を締結してくれることを期待しています。IP ネット

ワークは企業では標準になってきていますが、ブロードバ

ンドの普及がキーになります。ブロードバンドが提供されて

きた国からアプローチをかけるということも考えています。 

 

橋本：北米はどうですか。 

デービス氏：アメリカ市場についてはビジネスとして非常に

大きいと見ています。そのため機会は大きいので我々の製

品のポジショニングをしっかりすることと十分な事業資金が

必要になります。今取っているアプローチは、欧州や日本、

アジアでの地場を固めることです。欧州では、東欧西欧両

方を管轄できるパートナー

の開拓を行っています。そ

してその後アメリカでしっか

りしたパートナーと提携し市

場開拓に乗り出したいと考

えていますが、アメリカ人の

メンタリティとして、アメリカ製

品を買いたいというのがあり

ます。しかし、今年中には事

業プランを立ててアメリカ市

場へ進出したいと考えてい

ます。 

 

橋本：東欧はどうですか。 

デービス氏：ロシアでは、アメリカよりも地理的に国土が非

常に大きいですから、ビジュアルコミュニケーションの可能

性は非常に大きなものがあると見ています。また、現在ロシ

アでは、国内に ISDN ベースのビデオ会議がありますが、ブ

ロードバンドネットワークも構築しています。ポーランドはブ

ロードバンドにおいては、ロシアより多少環境が整っている

感じではあります。 

ロシア東欧については、我々としては若干リーチを超え

たところにあるため、こういった国々での事業機会を掴める

パートナーを開拓したいとは考えています。 

 

橋本：デービスさん、先ほどお話しされていた、パート

ナーが行う、ホストサービスやマネージドサービスにつ

いてご説明いただけますか。 

デービス氏：基本的にはビジュアルネクサスは企業に販売し

ていますが、ホストサービスでは、データセンターなどでビジ

ュアルネクサスの Meeting Center をホスティングするわけで

す。あるいは、ASP サービスとして提供しています。 

現在イギリスでは、JKC 社という、あるビデオ会議専用端末

を販売している会社が、ビジュアルネクサスを使ったホストサ

ービスやマネージドサービスを提供しています。 

他には、ビジュアルネクサス

専門のサービス会社を設立し

た我々のパートナー会社があ

り、その会社ではビジュアルネ

クサスを販売しながら、ホステ

ィングサービスや ASP サービ

スを提供しています。この業界

での経験がある社員がやって

おり、ビジュアルネクサスのマ

ーケティングやプロモーション

を活発に行っています。 

フィンランドのパートナーも同じような事を行っています。そ

のパートナーは富士通と協力。富士通はホスティングの設備

がありますので、そこでビジュアルネクサスを使ってのホスティ

ングを行っています。ビジュアルネクサスのプロモーションも

共同で行っています。 

さらに、タツーコムという会社や VC ネット社などもあります。

アメリカの IP ビデオ会議サービス提供業者である、ある会社

も当社のお客様で、Meeting Server の機能などを中心にビジ

ュアルネクサスの評価を行っています。その会社ではビジュ

アルネクサスをMCUとして使ってビデオ会議多地点サービス

を提供することを検討しています。 
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橋本：現在の導入企業数はどのくらいで、特徴的な導

入例があれば教えてください。 

鈴木氏：現在の導入企業数は、１５０社ぐらいです。もっとも

多いのが製造業、サービス業、流通です。１０拠点ぐらいの

導入が多いですが、規模的に大きな事例としては、４００拠

点での導入です。その他では、JA 農協様で８０拠点、ダイ

ワボウ情報システム株式会社様で８０拠点などにビジュア

ルネクサス入っています。海外拠点だけでなく、国内の拠

点のみの企業でも導入していただいています。また、自動

車部品メーカーの NTN 様では、ビデオ会議の専用端末と

ビジュアルネクサス混在で導入していただいております。海

外でも導入企業等がでてきたので、販売を強化していきた

いと考えています。 

最近の導入企業で見られるのが、買い直しのお客様。ソ

フトウエア型のウェブ会議を導入したが、うまく製品が機能

しなかったり、思ったような映像や音声のクオリティではな

かったり、しかしハードウエアの専用端末は高価ということ

で、当社のビジュアルネクサスを導入いただいた企業もあり

ます。たとえば、ビジュアルネクサスを導入いただいたクオ

リティ株式会社様はその例になります。 

クオリティ様では、社内で電話会議、メール、グループウ

エアもある、そこでビジュアルコミュニケーションが必要とな

って、ウェブ会議システムを入れたのですが、導入１年で社

内から品質的に使えないという声になり、どうしようかとなっ

たそうです。経営層からはこれ以上お金はかけられない、

ハードウエアを入れれば確実に品質はあがるのはわかって

いたが、そこまではコストをかけられない、という話になった

時に、ビジュアルネクサスを見ていただいて、最終的には

採用になりました。 

また、海外にもパートナーがいてハードウエアを持って

いるそうですが、ビジュアルネクサスは H.323 のスタンダー

ドに対応していますので、問題なく利用できますし、ハード

ウエアのビデオ会議端末で最近標準になってきた H.264 も

ビジュアルネクサスでサポートしています。クオリティ様では、

VoIP とビジュアルネクサスの連携にも期待感を持っていた

だいています。 

橋本(写真左)：デービス

さん、ヨーロッパなど

での事例がありました

ら教えてください。 

デービス氏：企業での

導入が始まったところで

すが、まずは教育分野

についてですが、教育

分野はビデオ会議シス

テムのアーリーアダプタ

ーのひとつであるのです

が、予算や方針などによって販売していくのは難しいことがあ

りますので、この分野に強いパートナーとの提携を模索して

いるところではあります。ですが、フィンランドについては、す

でに学校関係のユーザーがいます。１３拠点を接続してビジ

ュアルネクサスを使っています。 

我々のパートナーで力を入れている金融分野では、会議

システムには経験がある企業が多いのでビジュアルネクサス

みたいなビジュアルコミュニケーションに投資をしようと考えて

いるところがあります。また、林業分野につよいパートナーが

いて、現在その分野にフォーカスした事業展開も行っており

ます。 

コンサルタント業向けも考えています。コンサルタントなど

は地理的にお互い離れたいろいろな企業や人材がチームを

組みプロジェクトを行っていくわけですが、そういったところで

ビジュアルコミュニケーションが注目を浴びており、ビジュアル

ネクサスのパイロット導入をまもなくしていただけるところがあ

ります。 

 

橋本：続けてデービスさんへの質問ですが、イギリスは

ビデオ会議専用端末市場規模においては、アメリカ、中

国に続いて世界第 3 位（日本は４位）です。国土の広さ

は日本の２／３、GDPは１／４でありながら、日本より

市場が大きい理由はどういったところにあるでしょうか。
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ビデオ会議の普及は国土の広さに比例するのではない

かという見方があります。 

デービス氏：国際ビジネスが活発であるということと、拠点

が国内に分散されているということも理由としてあげられると

思います。 

 確かにイギリスは地理的には小さく簡単に移動できそうな

感じがするかもしれませんが、日本とは違って高速道路や

鉄道網はあまり良くはありません。ですから、国内を移動す

るというのも結構大変なことなので、分散された労働力でう

まくコミュニケーションを図るためにこういったビデオ会議シ

ステムが注目を浴びているのでしょう。無論、我々イギリス

人は話しをすることが大好きというのもあります。 

イギリスでは、ビデオ会議は、通常のコミュニケーション

の補完的なものと見ています。 

 

橋本：最後に鈴木さんにお伺いします。顧客サポート、

対応系とビジュアルネクサスの連携の面でなにか動き

はありますか。 

鈴木氏：単にビジュアルコミュニケーションを企業のミーティ

ングとして使うだけでなく、顧客対応などのサービスの面で

の活用も現在進んでいます。当社では、そういった顧客サ

ービスでの活用などでは、200 拠点弱の金融系の案件に

ついて現在話が出てきているところです。 

現在銀行の統合が進んでいますが、いろいろな支店レ

ベルで対応できないお客様の対応を、ビジュアルコミュニ

ケーションを使って接客させたいという要望はあり、金融系

に強い我々のパートナーを窓口として対応しています。

我々の製品はソフトウエアで出来ているので、カスタマイズ

をするためのいろいろな手助けを我々裏でバックアップし

ています。また、銀行ではないですが、無人契約機などに

ビジュアルコミュニケーションをインテグレートする話も来て

います。 

 

橋本：本日は有り難うございました。 

 

連絡先： 

トーメンサイバービジネス株式会社 

インターネットプロダクツ事業本部 営業部 

〒108-0075 東京都港区港南 2-11-19 大滝ビル 

TEL 03-5715-0620  

FAX 03-5715-0829   

メール：info-jp@visualnexus.com 

WWW: http://www.tomen-g.co.jp 

WWW: http://www.visualnexus.com/ 
 

 セミナー・展示会情報                       

■Macromedia Breeze 5 購入あと押し無料セミナー 

日時：2006 年 1 月 31 日（火） 

    19:00～20:30 （受付 18:30 より） 

場所：SATT / 東京都千代田区三崎町 1-3-12  

    水道橋ビル 8 階 

主催：エスエイティーティー株式会社  

協賛：マクロメディア株式会社 

 詳細：http://satt.jp/seminar/breeze_solution.htm 
 
 アンケート募集                         

 
 

テレビ会議、電話会議、ウェブ会議 

サービスの利用状況についてのアン

ケート 

（予告無く終了する場合があります） 

テレビ会議、電話会議、ウェブ会議サービスの利用状況に

ついてアンケートです。ユーザー向けのもので質問数は 20

問数分で回答できる内容です。日本語で回答。抽選で 1 名

様にアップル IPod nano(2GB)が当たります。 

実施主体：米 Wainhouse Research, LLC 

            http://www.wainhouse.com 

実施協力：CNA レポート・ジャパン 

回答ページへ： 
http://www.wainhouse.com/survey/v3ja/invite-v3ja.html 
 

 編集後記                            
今年の BCS Tokyo 2006 は、7 月 13 日、14 日に、場所は

同じ青山 TEPIA にて開催の予定です。 

開催が出来る場合は今年も頑張ります。 

  次号発行は、1 月 31 日の予定です。 

 

CNA レポート・ジャパン編集長 橋本啓介 

mailto:jp@visualnexus.com
http://www.tomen-g.co.jp
http://www.visualnexus.com
http://satt.jp/seminar/breeze_solution.htm
http://www.wainhouse.com
http://www.wainhouse.com/survey/v3ja/invite-v3ja.html
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